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   議事日程第２号      第１回定例会 

   令和２年３月４日（水）  午前９時３０分開議 

 

   再  開 

日程第 １ 一般質問 

   散  会 

 

 

   本日の会議に付した事件 

 

   議事日程第２号に同じ 

 

 

 

   再    開     午前９時３０分 

 

○柏倉信一議長 おはようございます。 

  ただいまから本会議を再開いたします。 

  本日の欠席通告議員はありません。 

  出席議員は定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、議事日程第２号によって進め

てまいります。 

 

一 般 質 問 

 

○柏倉信一議長 日程第１、これより一般質問を

行います。 

  通告順に質問を許します。質問時間は、１議

員につき答弁時間を含め60分以内となっており

ますので、要領よくかつ有効に進行されますよ

うお願いいたします。 

  この際、執行部におきましても、質問者の意

をよく捉えられ、簡潔にして適切に答弁される

よう要望いたします。 

 

 一般質問通告書   

 令和２年３月４日（水）                         （第１回定例会） 

番号 質 問 事 項 要          旨 質  問  者 答 弁 者 

１ 

 

 

２ 

 

 

 

 

農業の６次産業化

について 

 

慈恩寺観光につい

て 

 

 

（１）これまでの取り組みについて 

（２）今後の取り組みについて 

（３）寒河江の特産品子姫芋について 

（１）参拝ルート等の整備について 

（２）話題性について 

（３）イメージキャラクターについて 

（４）秘仏の展示について 

（５）お土産と食について 

３番 

鈴 木 みゆき 

市 長 

 

 

市 長 

 

 

 

 

３ 

 

健康長寿でいきい

きと笑顔で安心し

第６次寒河江市振興計画の後期行動計画

（令和３年度～７年度）策定にあたって 

８番 

渡 邉 賢 一 

市 長 

教 育 長 
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番号 質 問 事 項 要          旨 質  問  者 答 弁 者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

て暮らせるまちづ

くりと今後の市政

運営について 

 

 

 

 

 

 

 

生涯にわたり健康

的な生活を営むた

めの基本となる

「食の安全安心」

と「地産地消推

進」について 

（１）重点目標の達成度及び総括につい

て 

（２）増加する空き家・空き店舗対策強

化について 

（３）寒河江公園アクセス道「北ルー

ト」整備について 

（４）野球場・陸上競技場の早期改修整

備について 

（５）いじめ・不登校・引きこもり・自

殺・孤独死対策の強化について 

遺伝子組み換えや残留農薬等のない地元

産の安全な食材で提供できる給食に向け

て 

（１）病院・福祉施設等の給食について 

（２）小中学校給食について 

（３）食育の充実と地域の生産者との連

携について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 

教 育 長 

５ 

 

 

６ 

学校におけるＬＧ

ＢＴ教育について 

 

教員の変形労働時

間制の導入につい

て 

（１）市内小中学校の現状について 

（２）子どもの多様性に対しての配慮に

ついて 

（１）教員の現在の働き方について 

（２）導入の問題点について 

２番 

太 田 陽 子 

教 育 長 

 

 

教 育 長 

 

 

鈴木みゆき議員の質問 

 

○柏倉信一議長 通告番号１番、２番について、

３番鈴木みゆき議員。 

○鈴木みゆき議員 一般質問をさせていただきま

す鈴木みゆきです。よろしくお願い申しあげま

す。 

  まず最初に、世界的に影響を及ぼしているコ

ロナウイルスに対しまして、感染された方、お

亡くなりになられた方々に心よりお見舞い申し

あげますとともに、御冥福をお祈り申しあげま

す。 

  通告番号１番、農業の６次産業化についてで

す。 

  山形県は、全国に誇る豊かな農林水産物と地

域資源に恵まれている県であります。農林産出

額3,500億円を目標にしている中、2016年は

3,154億円、2017年は3,224億円と伸びています。

ただし、県内の農業就業人口は、５年ごとの調

査によりますと2015年は５万3,692人、高齢化

に伴い年間2,000人ずつ減っている状況です。

ただし、新規就農者は４年連続300人を超えて

おり、2019年は348人でありました。中には若

い方もいらっしゃるそうです。 

  その中で、本市は人口約４万人に対し農業就
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業人口は2,185人で、約18.8％です。新規就農

者は22人でありました。 

  ６次産業化推進の方向として、流れは５段階

ほどになると思います。 

  １番目、農業の起業、生産。 

  ２番目に、農業者と食品製造業者等の連携。 

  ３番目は、地域の６次産業化。市町村やＪＡ

等による産直、加工所等の整備。 

  ４番目は、食と農業による観光交流の拡大。

観光と連携した受け入れ施設の整備、外国人旅

行者向けの土産品の開発支援など。 

  ５番目に、６次産業化の推進基盤の確立。安

定生産と安定供給、担い手となる人材の育成な

どです。 

  （１）これまでの取り組みについてお聞きを

いたします。 

  第６次寒河江市振興計画の中で、第２章「活

力と交流を創成するまち」の中に「魅力ある農

業振興」として、３番、「６次産業化の推進」

とあります。市長の年頭の挨拶に「第６次振興

計画を着実に進める」とありましたが、農業の

６次産業化はこれまでどのような取り組みをし

てきたのか、お伺いいたします。 

○柏倉信一議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 おはようございます。 

  鈴木みゆき議員から、寒河江市農業の６次産

業化について、これまでの取り組みはどうかと

いうことでお尋ねをいただきましたが、寒河江

市におきましては「六次産業化・地産地消法」

が公布された平成22年、それ以前から御案内の

とおり県内で有数の生産量を誇るさくらんぼの

みならず、冬場のイチゴなど、年間を通した観

光農業の推進など、農産物の付加価値創造によ

る農家の所得向上に鋭意取り組んできたところ

でございます。 

  第６次の振興計画が策定された平成28年度以

降については、中に記載されておりますけれど

も、寒河江の伝統野菜である子姫芋、もって菊、

それから谷沢梅を中心に、さまざまなハード、

ソフト両面からの支援を行ってきたところであ

ります。 

  ソフト面ということになりますと、チラシあ

るいはＰＲグッズなどを作成することによって、

１つは地元で消費を拡大するということ、それ

から外に出て先進地に行くこと、研修会実施に

よる生産技術を高めていくこと、そして３つに

は販路拡大を図っていくためのさまざまなＰＲ、

出展でありますとか、飲食店販売・営業者との

交流などを進めていくことなどについて、さま

ざまな支援を行ってきております。 

  また、ハード面においては、特に寒河江市の

子姫芋組合に対して、平成29年度においては真

空パック販売を行うための里芋洗浄機、それか

ら真空包装機、それから今年度、令和元年度に

は親芋の粉末化による有効活用を検証するため

の乾燥機、ハイスピードミル、製粉機などの導

入支援ということで行ってきております。 

  昨年10月２日には、寒河江市の６次産業化、

それから農商工連携の推進による１次から３次

産業までの事業者の所得向上と雇用促進を図る

ための寒河江ブランド魅力発信協議会というも

のを設立させていただきました。今年度は会員

を対象にした６次産業化に対する学習会を開催

するとともに、首都圏の飲食店が主催するイベ

ントなどに参加をして、知名度向上、販路拡大

を図っていくということで、そこでは子姫芋を

初めとした農産物、それから寒河江産の日本酒

などの市産品のＰＲ活動を実施してきたところ

であります。 

  こうした近年の取り組みによって、寒河江市

の農産物、報道に取り上げられる回数も随分ふ

えてまいりました。とりわけ里芋については、

市内の産直での販売額が伸びている状況になっ

ております。とりわけ洗い里芋の販売額は、子

姫芋の真空パックに対するハードの支援を行う

前の平成28年から見ると、令和元年度では27％
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ふえているという状況になってきているところ

でありまして、そういう取り組みを今後も続け

ていかなければならないというふうに考えてお

ります。 

○柏倉信一議長 鈴木議員。 

○鈴木みゆき議員 ありがとうございます。 

  今までハード面、ソフト面両方から支援して

こられたという点と、あと子姫芋に関しまして

は、この後私もちょっと触れさせていただくん

ですが、売り上げがとてもふえてきているとい

うふうなことで、本市といたしましてもこれま

での取り組みにすごく力を入れていらっしゃる

なというのがわかりました。 

  続きまして、（２）今後の取り組みについて

でございます。 

  先月２月７日に無会派の行政視察で農林水産

省にお伺いし、地域農業について勉強させてい

ただきました。令和２年度農林水産予算の概要

を見ますと、６次産業化の推進として31億円の

予算が組まれています。前年より10億円多くな

っております。国も力を入れていくべきと考え

ているのがわかります。 

  さて、本市は今後どのように取り組みをして

いくのか、お伺いいたします。 

○柏倉信一議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 国のほうでは、政策の目標とし

て６次産業化の市場規模について、平成29年度

は7.1兆円、令和２年度にはそれを10兆円まで

拡大をしていくという目標を掲げているところ

でありまして、食料産業・６次産業化交付金な

どによって、農林水産業者と多様な事業者が連

携して行う地域資源を活用した新商品開発など

を支援していくことになっております。 

  また、県のほうにおいても、令和２年度には

県産の農林水産物、食品の魅力向上と販売拡大

の支援を拡充して行うということになっている

ようでありまして、大変心強いというふうに思

っております。 

  御案内のとおり、全国的に農業従事者が高齢

化、それから減少していく中で、先ほど鈴木み

ゆき議員からも新規就農者のお話がありました

が、他の業種から新たに農業に参入していくこ

とを促していくには、やっぱり年間を通して安

定して稼ぐことができるかということが大変重

要な課題だというふうに思いますし、また、農

家みずからが農産物の加工品を開発、販売して、

収穫期以外の収入を得るということも大事だと

いうふうに思いますから、そういう意味で６次

産業化というのは一つの方法だというふうに

我々は思っているところであります。 

  また、一方で加工品の開発などを行うと一口

に言っても、販売を軌道に乗せていくには、消

費者の方がどのようなものを求めて、いつどの

程度需要があるかといったニーズに対して、綿

密な事前の調査と、それを踏まえた戦略という

のが必要でありますし、また機械設備への初期

投資というものも半端ではない相当な額が必要

になるということでありますから、農家の方に

とっても一朝一夕にはなかなか取り組みが進め

られないということもまた事実であろうかとい

うふうに思います。 

  寒河江市といたしましては、先ほど申しあげ

ましたけれども寒河江ブランド魅力発信協議会

をつくりましたから、それと連携をして、全国

の優良事例を紹介しながら、また専門家の皆さ

んのアドバイスを受けるための研修会などを開

催していければというふうに思っているところ

であります。 

  それから、６次産業化に向けたアイデアの具

体化というものを図っていくために、農業者の

皆さんと商工業者の皆さんのマッチングを行う

なども必要かというふうに思いますし、国や県

のいろんな支援制度を活用しながら、さらにハ

ード、ソフト両面から支援をしていきたいとい

うふうに思っているところであります。 

  ちなみに、先月ですが、認定農業者の方と食
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品加工業者、それから飲食店などの商工会会員

の皆さんを対象にした寒河江市の６次産業化に

関するアンケートを実施させていただいており

ます。その結果から、さまざまなニーズなどを

拾い上げて、本市の農業生産体制に合った６次

産業化の取り組みを推進していくための戦略と

いうものを策定していきたいというふうに考え

ております。 

○柏倉信一議長 鈴木議員。 

○鈴木みゆき議員 国と県、両方から支援してい

ただけるというふうな心強い状態にあり、そし

て農業従事者が年間通して安定した収入がいた

だけるように、市としても援助していくという

ふうなことがよくわかりました。 

  そして、やはり何をやりたいか、農業をやっ

てらっしゃる従事者の方にアンケートをとり、

よく協議した上で選んでいくことが大事だと思

いますし、よい商品、農産物に対してどんどん

生産者の方がやってみたいという意欲を引き出

す、これが高まっていくことが一歩だと私も思

います。 

  それでは、続きまして（３）寒河江の特産品

子姫芋についてです。 

  昨年10月に寒河江ブランド魅力発信協議会が

設立されたということですね。35の農家や加工

業者、販売・流通事業者らが連携して、商品開

発や流通を地域で協力して行おうとする試みで

す。首都圏への販路拡大や若者の就農にもつな

げたいとあります。そこで、寒河江の伝統野菜、

子姫芋を寒河江の目玉の野菜にしたいと語られ

ており、子姫芋のおいしさと魅力が既に協議会

で評価されていました。おいしいというのは味

覚に残り、子姫芋イコールとてもおいしいとい

うことで、強い商品になること間違いなしであ

ると思います。 

  売り出し中の子姫芋は、山形市の村木沢に伝

わる悪戸いもと似ていますが、食べ比べてみる

と子姫芋がさらに滑らかな食感だと思いました。

県外にトップセールスに行った方に聞いても、

人気があって、評判がいいとのことです。 

  先ほど申しあげました悪戸いもですが、食品

製造業者とのマッチングで、シベールと協力し

て悪戸いもラスクを誕生させております。この

ように、斬新なマッチングで新しい商品が生ま

れております。 

  寒河江市内の袋のＮＰＯ法人「らっふる」さ

んは、寒河江市産唐辛子を使用したぴりりと辛

みのある珍しいクッキーを障がいのある方々が

丁寧につくり上げ、何と第５回やまがた土産菓

子コンテストで最優秀賞をいただいています。 

  農業者、生産者と加工業者とのマッチングと

アイデア、これが合わさって商品ができ上がり

ます。例えば山形駅などで売っているお土産の

芋煮に子姫芋のバージョンを加えたり、親芋で

焼酎をつくったり、また親芋を粉にしてうどん

やそばに練り込むなど、加工できる可能性がた

くさんあります。本市といたしましても、子姫

芋を産直に出荷するだけでなく、まだまだ寒河

江ブランドづくりのためにも６次産業化に力を

入れて、市のほうから活性化すべきではないで

しょうか。子姫芋に関して御意見を伺います。 

○柏倉信一議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 子姫芋については、これまで主

に市内の産直、直売所を中心にして販売がなさ

れてきたわけでありますけれども、先ほど申し

あげましたけれども、近年首都圏の飲食店のシ

ェフなどから、色白の見た目がいい、さらに先

ほどありましたが粘りととろけるような食感、

食味のよさが評価されております。そして、も

う一つはやっぱり名前がいいというのは、子姫

芋、子姫という名前が、女性のお客さんなどに

はレストランなどでは非常に受けがいいという

ふうにシェフのほうからも評価をされていると

ころでありまして、そういうことで県内外にも

販路が広がってきております。大変ありがたい

ことであります。 
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  鈴木議員からは、子姫芋の芋煮のお土産開発、

それから親芋の加工品などはどうかということ

で御提案がありましたが、子姫芋として流通し

ている芋は孫芋の部分だということになってお

りまして、食味で劣る親芋とか子芋については

規格外として流通はなかなかしておりません。

そういう意味では、販売されていない部分を有

効活用するということについては、農家の所得

向上に直結する取り組みでありますし、また子

姫芋の生産拡大にもつながっていくものではな

いかというふうに思っておりますので、御提案

の子姫芋を使った土産品の開発、あるいは新た

な料理の開発などといったことについて、市全

体の活性化につながっていくことになろうとい

うふうに思いますので、我々も大いにそういう

のを支援していきたいというふうに思っている

ところであります。 

  いずれにいたしましても、ある程度子姫芋に

ついては順調に取り組みが進んできているとい

うふうに理解をしておりますので、引き続き生

産者の皆さんと協力をしながら、さらなる販路

拡大、それからブランド力の向上に取り組みな

がら、先ほどありました協議会の会員である食

品加工業者、それから飲食店の方々などに対し

て、子姫芋を活用した加工品あるいは料理の開

発などについて積極的に呼びかけをして、新し

い商品の開発に支援をしていきたいというふう

に考えております。 

○柏倉信一議長 鈴木議員。 

○鈴木みゆき議員 子姫芋はとても名前がいい、

かわいらしい名前ということで、そして見た目

も白くて、食べてもおいしい。ぜひブランドの

向上に向け、よろしくお願いしたいと思います。 

  皿沼地区で代々受け継がれてきた伝統野菜、

子姫芋は、苗をつくって、山形の人などに売っ

て、商売をしてきたそうです。お話を伺った農

家さんは、息子さんが後を継がないので、「私

たちで終わるでしょうから、あと10年楽しんで

つくっていこうと思っている」と言っておられ

ました。「まずは地元で子姫芋を知っていただ

き、食べていただき、ブランドとして確立して

いくことが先だと思う」とも言っておられまし

た。ぜひ今後とも子姫芋ブランドの発信と定着

に御尽力いただきたいと思います。 

  続きまして、通告番号２番、慈恩寺の観光に

ついてです。 

  ことしの夏は、オリンピック・パラリンピッ

クの開催年であります。これにより見込まれる

外国人観光客は約3,430万人にも上るのではな

いかとのことでしたが、現在、全国に影響を及

ぼしている新型コロナウイルスの終息時期によ

っては変動する場合も考えられます。 

  山形県は、観光客にとって魅力的な美しい自

然や歴史、美食や美酒などがあり、満足いただ

けるところであると思います。 

  山形の精神文化を代表するものとして、出羽

三山神社、日本遺産となった山寺、そして本市

の国の史跡指定となった慈恩寺があります。西

の伊勢参り、東の奥参りと言われ、西の伊勢神

宮に詣でることを西の伊勢参り、東の出羽三山

に詣でることを東の奥参りと言われ、双方詣で

ることが重要な人生の儀礼であったと言われて

おります。 

  1,400年前に蜂子皇子が三本足の霊鳥、八咫

烏によって導かれ、開かれた出羽三山と同様に

慈恩寺も平安時代に創建されたと推測され、歴

史ある寺院であります。 

  山形県は、国の宝、山形の宝である史跡慈恩

寺の観光に力を入れていきたいとしております。

本市は史跡慈恩寺の管理団体となっており、寒

河江市慈恩寺「悠久の魅力」向上基本計画の中

に、歴史的財産を守りながら、観光資源として

活用し、地域の文化、観光、産業の振興の総合

計画を策定しております。 

  （１）参拝ルート等の整備についてです。 

  令和２年度から令和３年度にかけて、ガイダ
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ンス施設が完成する予定です。それに伴い、史

跡と参拝ルート等の整備も進めていくと過去の

一般質問でも言っておられます。 

  観光客の立場になって、お客様の立場になっ

て見ることが大切だと思い、先日、活性化セン

ターから歩いて本堂まで参拝に行ってまいりま

した。平安期に背後の山を切り崩しつくられた

地形、静寂の中を歩く参拝ルートも江戸時代の

姿をそのままに近く残っています。仁王坂から

登り始め、見渡すと、地元の方が所有されてい

ると思われる参道の脇に建つ小屋の割れた窓が

目に入り、強風が吹くとちょっと危険だなとい

うふうに思いました。 

  道端に慈恩寺の七不思議灯籠が展示されてい

ます。境内では、禁煙の看板を枝に挿している

など、少し手抜きな部分もあります。 

  史跡をよく見ると、建物の修復や門の修復が

必要であると感じます。三重塔はまだいいので

すが、木造の傷んでいるところが目につきます。 

  地蔵様が６体あるとのことですが、墨で書か

れた説明札が薄くなってしまい、説明の最後は

読めなくなっているというもったいない状態で

した。よだれ地蔵や縁切り地蔵、説明文がわか

るともっと楽しくなるものです。 

  近代的な施設、ガイダンス施設が完成するま

でには、史跡や参拝ルートの細かな部分まで整

備が必要と考えますが、計画は進んでいますで

しょうか。 

○柏倉信一議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 一般的に観光施設を訪れる人を

受け入れるための体制整備ということは大変重

要なテーマでありますが、殊に慈恩寺に関して

ももちろん地元の皆さん、それから本山、それ

から行政が一体となって、そういう受け入れ体

制を整備をしていかなければならんというふう

な認識でいます。そういう意味では、御指摘が

ありました慈恩寺地内のさまざまな箇所などに

ついては、地元あるいは本山などの所有者の皆

さんにも一緒にお話をしながら、改善を図るよ

うに努めていかなければならんというふうに思

っているところであります。 

  慈恩寺については、御案内のとおり天平18年、

西暦746年ですかね、婆羅門僧正が開創したと

伝えられる、1,300年ぐらいの歴史的な古刹で

ありますが、先ほど申しあげましたように、地

元、本山、それから行政などが一緒になって観

光誘客に取り組んでいこうというふうになった

のは、平成26年の国史跡指定というのが大きな

きっかけというんですかね、そういう取り組み

を進めていくことになったと理解をしておりま

すし、そういうことを経て平成30年３月に史跡

慈恩寺の旧境内整備基本計画というものをつく

って、今それに基づいて鋭意取り組んでいると

いうことで、御理解をいただきたいなというふ

うに思います。 

  今年度は、メーンルートとなる仁王坂コース

の整備として山門前石段の凹凸などについて修

理をいたしましたし、また付近の電柱などを撤

去して景観をよくしたり、また石段の左側には

手すりなども設置をさせていただきました。そ

れから、本堂裏などの危険木の伐採を行ったほ

か、排水設備の一つとして山門前の市道に側溝

などを新設したところであります。 

  それから、今御指摘があった案内板の設置な

どについても現在進めているわけでありますけ

れども、御指摘があった慈恩寺の６体のお地蔵

様についてもきちんと表示をしていくというこ

とにしているところであります。 

  それから、令和２年度、来年度については、

仁王坂の途中に休みどころを設置するというふ

うに予定をしておりまして、さらに上の第一駐

車場のトイレを洋式化してリニューアルをして

いく、それ以外にも行政の役割、それから所有

者の役割などを明確に分担をしながら整備をし

ていくということにしておりますし、またベン

チなどについても設置をしていくということで
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計画を進めているところであります。来年の春

にオープンする予定のガイダンス施設の整備に

合わせて、さまざまなルート、観光に来られた

方の移動ルートの周辺の整備などを一緒にして、

お迎えをできるような体制をつくっていきたい

というふうに考えております。 

○柏倉信一議長 鈴木議員。 

○鈴木みゆき議員 来年度完成するガイダンス施

設に向けて、やはり同時に地元の方々と協力し

ながら、そして意見交換や情報交換などをして、

連携して進めていっていただきたいと思います。 

  続きまして、（２）話題性についてでござい

ます。 

  観光客であふれている神社やお寺は、お参り

すると御利益があるところがほとんどです。御

利益があるからこそ、お参りに行きたくなるも

のです。パワースポットとして有名になるなど、

うわさされるとたちまち観光客が多くなります。

どうしたら観光客がふえるのか。インバウンド

や県外からの観光客だけでなく、県内の地元の

方をも引きつけるものがないと続きません。 

  例として、がん封じの御利益があるという寺

社、大安寺、奈良県にあるお寺で、がん封じ、

あらゆる病を封じてくれるという御利益がある

お寺として知られています。また、県内ですと

天童市の若松寺です。縁結びのお寺として有名

な若松寺、住職と握手をすると良縁に恵まれる

とされ、女性参拝客がとても多くなりました。 

  慈恩寺も、地元の人も行きたくなるような御

利益やパワースポットであることも宣伝してい

くべきだと思います。 

  既にホームページで慈恩寺の若返り信仰、若

返りの鉢があると載せております。鋳鉄仏餉鉢

です。以前、ＣＭ大賞で慈恩寺の若返りの鉢に

おばあさんが顔を埋め、顔を上げたら若い美し

い娘に変身していたというのをごらんになられ

ましたでしょうか。そこまでの具体的な効果は

難しいにしても、ぼけ防止に効くとされていま

す。ということは、「健康長寿や気持ちの若返

りとして御利益がある」としてもいいのではな

いのではないかと思います。御利益やパワース

ポット、ガイダンス施設が完成することに向け、

さらにメディアやパンフレット等、宣伝に力を

入れていってはいかがと思いますが、いかがで

しょうか。 

○柏倉信一議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 ガイダンス施設のオープンに際

しては、具体的に日時が大体はっきり固まりま

したら、いろんな形で大々的にＰＲをしていく

と考えているところであります。 

  今、どういうＰＲというか、取り組みをして

いるかというと、ＪＲ左沢線の寒河江駅におり

立てば、自由通路などに慈恩寺のＰＲのパネル

などがありますし、先般、旅行情報誌の全国道

の駅グランプリ2020でチェリーランドが第４位

になったということでありますが、チェリーラ

ンドにおいても慈恩寺を紹介する大型の広告パ

ネルなどを設置させていただいているわけであ

りまして、チェリーランドでそういう広告を見

たということで慈恩寺を訪れる方も結構いらっ

しゃるというふうに聞いているところでありま

す。さらに、さくらんぼ会館でもＰＲ映像など

を放映したりということで、さまざまなボラン

ディアガイドの方からも宣伝役になっていただ

いたりということで、いろんな取り組みを今さ

せていただいているところであります。 

  ただいま若松寺の話がありましたが、県の村

山総合支庁が何年か前に音頭を取って、立石寺

と若松寺とそれから慈恩寺を、それぞれの観光

協会が連携をして、三寺参りということで、今

もやっているわけですけれども、そういうこと

などで観光のルートにして、ＰＲをしていって

いただいているわけでありますから、そういう

のもガイダンス施設の完成に合わせてさらに強

力に宣伝に力を入れていくということも必要か

なというふうに思います。 
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  それから、鋳鉄仏餉鉢については先ほどあり

ましたけれども、平成23年に商工会青年部のほ

うでＣＭをつくっていただいて、それが見事に

ＣＭ大賞ということで獲得をして、そういうの

を契機として多くの観光客の皆さんも来ていた

だいておりますし、特に仏餉鉢だけは別なとこ

ろに置いて、御利益があるような形にしており

ますが、できればさらにそういうものを大々的

にＰＲをしていく機会にしていければなという

ふうにも思います。ガイダンス施設の中でも仏

餉鉢などについても少しＰＲをしていって、上

に登ってもらうというような形もできるのでは

ないかというふうに思います。そういう意味で、

いろんな文化財の宝庫だというふうに思ってお

りますから、さまざまな形で今後もＰＲを続け

て、力を注いでいきたいというふうに考えてお

ります。 

○柏倉信一議長 鈴木議員。 

○鈴木みゆき議員 ぜひＰＲと宣伝のほうをさら

に進めていただきたいと思います。 

  先日、仁王坂から本堂に参拝したときは、帰

りは熊野神社の方向からおりてきまして、活性

化センターに戻ったとき、私の足では約2,723

歩でした。また、修験道のウオーキングも大変

好評と聞いております。ぜひ健康増進のための

ウオーキングルートとしても宣伝できるのでは

ないかなというふうに思います。 

  続きまして、（３）イメージキャラクターに

ついてでございます。 

  寒河江市のイメージキャラクターとしてさく

らんぼの妖精チェリンちゃんがいます。寒河江

市の慈恩寺観光推進のためにも、慈恩寺イメー

ジキャラクターをつくるのはいかがでしょうか。

女性や子供が心を開きやすいのがゆるキャラで

す。チェリンちゃんとともにマスコミに露出し

て、寒河江市の観光を宣伝するというのも大き

な効果が期待できると思いますが、いかがでし

ょうか。 

○柏倉信一議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 慈恩寺のイメージキャラクター

をつくってはどうかということでありますが、

本山からは仏像などをモデルにしたような新し

いキャラクターづくりについては消極的だとい

う話を聞いております。そういったことで、今

お話ありましたチェリンが寒河江のマスコット

キャラクターとしてありますし、大変人気があ

りますから、そのチェリンを活用して慈恩寺の

ＰＲをしていく。例えばチェリンに修験の衣装

をまとってもらって、慈恩寺のＰＲ役として活

躍してもらうなどということについては可能性

は大いにあろうというふうに思いますから、そ

ういう意味でイメージキャラクターを活用した

慈恩寺の振興、ＰＲということについても検討

していきたいというふうに思っております。 

○柏倉信一議長 鈴木議員。 

○鈴木みゆき議員 慈恩寺側のほうの考えもおあ

りということで、新規のキャラクターは難しい

ということですが、ぜひチェリンちゃんが修験

の格好をして慈恩寺をアピールしてくれる、そ

れはそれでとてもかわいらしいですし、ぜひイ

ンパクトがあるものにしていただきたいと思い

ます。以前、せんとくんという仏様の童子に鹿

の角が生えているキャラクターがいましたが、

一部の方から気持ちが悪いという声が上がりま

した。チェリンちゃんであれば、かわいらしい

のでそういった声は上がらないかなと思います

ので、その点は安心だと思います。 

  続きまして、（４）秘仏の保存と展示につい

てです。 

  慈恩寺には多くの国指定重要文化財仏像があ

ります。歴史上、何度かあった火災から守り伝

えてきたものであり、後世に伝えていくのは本

市の責務であります。秘仏の収蔵庫を設置し、

保存することは、所有者の本山慈恩寺が主体と

なり進めていくものです。 

  そして、建設が進むガイダンス施設内の展示
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ですが、例えば芸工大の学生に秘仏や慈恩寺十

二神将などを３Ｄプリンターで本物と同じく作

製し、展示するのはいかがでしょうか。 

○柏倉信一議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 慈恩寺本堂の宮殿に厳重に保管

されている秘仏について、複製をつくるという

ことについてはやっぱり本山の了解、許可が必

要だということで、現実的にはそういう複製を

し、ガイダンス施設に展示するのは難しいので

はないかというふうに考えております。 

  ガイダンス施設の展示の中で、実際は秘仏も

含めて十二神将などの文化財の御紹介を行う予

定にはしているわけでありますので、そこでは

複製ということはなかなか難しいわけでありま

すけれども、特に直径９メートルの円形シアタ

ールームを予定しておりますので、そこで高さ

３メートル、幅18メートルの大型のカーブドス

クリーンで重要文化財である数々の仏像、それ

からもちろん慈恩寺の舞楽なども、そういう慈

恩寺の宝を映像で御紹介をしていくということ

にしております。とりわけ４Ｋ映像でダイナミ

ックで美しい映像で御紹介していくということ

で、今取り組んでいるところであります。そう

いうことで、訪れた人に楽しんでもらうといい

ますか、複製はなかなか見られることはないか

もしれませんが、それにかわるすばらしい映像

などで勉強して、楽しんでもらうという形で今

考えているところであります。 

○柏倉信一議長 鈴木議員。 

○鈴木みゆき議員 やはり展示は慈恩寺側でする

ものということで、ガイダンス施設では迫力あ

る映像で見ていただく方向ということですね。

秘仏公開のときなど、目の前で本物の仏像を見

ることができるのは大変貴重でありますが、や

はり本物の仏像の取り扱いや保存は今後大変重

要になってくると考えております。今後は収蔵

に関しては大きな課題であると私も思っており

ます。 

  続きまして、（５）お土産と食についてでご

ざいます。 

  慈恩寺の観光に行った際、お土産を購入した

い、食べ物をいただきたいと思いましても、残

念ながら充実しているとは思えません。チェリ

ーランドまで行って買わないといけませんし、

車で移動しないといけません。やはり観光客と

県内の地元の方々も、また観光に行こうと思え

るのはその場でいただけるお土産と食でありま

す。 

  例えば最近、山寺においしいジェラートのお

店ができたそうです。「土日は観光客で混むか

ら、平日行ってみない」と女性の間で話題にな

るものです。こればかりは建設を進めているガ

イダンス施設内では不可能であるとすれば、新

しい土地を購入して建物を建てて、お店、カフ

ェをオープンするとなると、コストがかかりま

す。そこで、空き家を利用するのはいかがでし

ょうか。参拝ルートに空き家があり、協力して

くださる方がいれば、リノベーションをして、

利用可能だと思います。そして、温かい飲み物

やお土産を売ります。地元の食べ物を食べるこ

とができます。今後の慈恩寺観光をはやらせる、

持続してお客様が来ていただける慈恩寺となる

には、新しいお店、カフェが必要と考えますが、

見解をお伺いいたします。 

○柏倉信一議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 予定しているガイダンス施設の

中には、飲食、それからお土産品を購入できる

スペースなども計画しているところであります。

そこでは、軽食なども提供できるようにしてい

きたいというふうに考えています。そういうこ

とで、来館者の方々が交流できる場をつくって

いきたいというふうに考えております。 

  さらに、先ほども申しましたが、ガイダンス

施設から本山までの経路途中に、仁王坂を登り

切った場所に休みどころを設けていきたいとい

うふうに考えておりますし、毎日ということに
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なるのかどうかはちょっとまだ定かではありま

せんが、特別展などの催事の際には観光客の皆

さんにお茶などを提供できるような、そういう

場所にしていければというふうに思っていると

ころであります。 

  鈴木議員からは、空き家などを活用して新し

い魅力的な店、カフェなどをつくってはどうか

というようなお話もいただきました。そういう

ことが話題になって誘客が進めば、また慈恩寺

全体の観光客の増加、周遊性につながっていく

というふうに思いますから、我々も空き家の状

況などもいろいろ検討しながら、地元の皆さん、

あるいはそういう関係の事業者の皆さんとも十

分お話し合いをさせていただきながら、情報交

換をして、これから検討していければというふ

うに考えております。 

○柏倉信一議長 鈴木議員。 

○鈴木みゆき議員 ぜひ空き家も検討していただ

きたいと思いますし、今回休みどころというの

も設けたいと考えているということですので、

あとガイダンス施設内のスペースでお土産と飲

食ができるコーナーを設けるつもりであるとい

うことでございますので、ぜひ、お土産と食が

いいととてもお客様がついてくるといいますか、

リピーターがつくものでございます。例えば子

姫芋を使った芋煮やそばがき、ラーメン、ひっ

ぱりうどん、納豆餅、山菜、タケノコ汁、おし

んの大根飯など、四季折々の食が山形にありま

す。一年中であれば甘酒などもあります。年間

５億円から６億円売れるという秋保温泉のぼた

餅があります。スーパーさいちという小さいス

ーパーで売っていますが、朝から並んで買いに

来るそうです。戸沢村でもぼた餅などを売って

いるようです。ぜひ地元の食を飲食スペースで

取り入れていただきたいと思いますが、いかが

でしょうか。 

○柏倉信一議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 もちろんガイダンス施設あるい

は休みどころなどで提供するものについては、

地元の生産物というんですかね、農産物などを

使ったものを提供していけるように、進めてい

きたいというふうに考えております。 

○柏倉信一議長 鈴木議員。 

○鈴木みゆき議員 ぜひお願いしたいと思います。 

  先日は平日に参拝に行きましたが、慈恩寺で

御朱印をいただくことができました。とても丁

寧に仏像の説明などをしていただき、ぜひまた

来たいなと思いました。４月29日から平安期の

仏像を公開する予定とのことです。 

  国の史跡指定となった慈恩寺は、市の宝、国

の宝です。この誇れる史跡を守り、活用して、

地域の活性化につながるよう、人気が高まるよ

う、力を合わせていきたいと思っております。

まずは私たち一人一人が友人や知人に慈恩寺の

宣伝をして、行ってみることが大切なことだと

思います。 

  これにて質問を終わります。ありがとうござ

いました。 

 

渡邉賢一議員の質問 

 

○柏倉信一議長 通告番号３番、４番について、

８番渡邉賢一議員。 

○渡邉賢一議員 社会民主党、市民クラブの渡邉

賢一でございます。今回も質問させていただき

ます。 

  まず初めに、新型肺炎、新型コロナウイルス

感染症についてでありますが、昨日正午現在、

ＷＨＯ（世界保健機関）の調査では、これまで

国内で980人の感染者（クルーズ船の706人を含

む）、そうした報道がなされています。私から

も、不幸にもお亡くなりになった方々に心から

御冥福をお祈りいたします。 

  また、大型クルーズ船ダイヤモンド・プリン

セス号で帰還された乗員、乗客、また検疫関係

者などが集団感染され、入院中の57人初め、今
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も隔離された不自由な生活を余儀なくされてい

る方々に心よりお見舞い申しあげます。 

  さて、市内の小中学校、高校、特別支援学校

では、突然の政府の要請を受けて今週から一斉

休校となっておりますが、特に中学３年の皆さ

ん、高校入試の最後の追い込み、終業式、卒業

式が予定されていただけに、私も非常に残念で

なりません。児童生徒の皆さんはもとより、学

校関係者、保護者の方々はこの唐突なやり方に

大変な動揺と困惑、不信と怒りが広がっていま

す。さらに、医療機関、保健所や福祉・介護施

設では、高齢者の感染防止に大変な御苦労をさ

れております。ひいては、消費税増税による大

打撃、今回のコロナショックと言われる地方経

済全体の疲弊、縮小によって、ドミノ倒産する

会社が相次ぐのではないかと危惧されておるわ

けでございます。本市の対策本部を中心に、こ

うした未曽有の非常事態に対しまして、どうか

国、県と連携して十分な対応をお願いをいたし

ます。 

  さて、通告番号３番、健康長寿でいきいきと

笑顔で安心して暮らせるまちづくりと今後の市

政運営について、「第６次寒河江市振興計画の

後期行動計画（令和３年度～７年度）策定にあ

たって」の御質問をさせていただきます。 

  （１）重点目標の達成度及び総括についてで

ございます。 

  昨日、市長からも市政運営の方針ということ

で御説明をいただいたわけですけれども、私か

らは前期の最終年度イコール後期の計画の策定

ということで、この課題を質問させていただい

ております。 

  第６次振興計画の重点目標として３つござい

ますが、１つは「地域の笑顔輝く潤いのあるま

ち」、２つ目が「みんな笑顔若返りのまち」、そ

して３つ目が「宝を磨き笑顔いっぱいのまち」

ということで、それぞれ主な取り組みが目標と

なっているわけでございます。 

  そして、５つの具体的な施策ということでつ

くられておりまして、この計画全体を俯瞰すれ

ば、前期行動計画の進捗状況というものは私も

含め市民にとってどのように進んでいるのかと

いうことで、非常に気になるところであります。 

  その進捗状況について、この間、市長がさま

ざまな施策を展開されてきておりますけれども、

特に市民の皆さんから好評なソフト事業や、こ

うしてほしいというハード事業を含めて、前期

行動計画の全体的な総括、進捗と達成度、こう

したものについてどのようにお考えか、お伺い

したいと思います。 

○柏倉信一議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 渡邉議員から第６次寒河江市振

興計画の進捗状況ということでお尋ねがありま

したので、お答えをしたいというふうに思いま

すが、ちょっと長くなりますが御容赦をいただ

きたいと思います。 

  平成28年２月に策定をした第６次寒河江市振

興計画、将来都市像「さくらんぼと歴史が育む 

スマイルシティ」ということで、10年間の重点

目標と、それを達成するための５年間の集中

的・重点的な取り組み「チャレンジ」というこ

とで設定をして、施策を展開しているわけであ

ります。 

  渡邉議員から幾つか御紹介がありましたが、

私も市政運営の基本方針などでも項目に沿って

説明をさせていただきましたが、３つの重点目

標ということで、１つは「地域の笑顔輝く潤い

のあるまち」ということで、地域の活力アップ

応援事業や集落支援員の配置、さらには今回完

成する柴橋地区コミュニティセンターの整備、

さらには景気の下支えもさせていただいた住宅

建築の推進事業、住宅宅地開発推進事業などを

実施してきました。また、最上川のかわまちづ

くり、それから寒河江川堤防の桜回廊の整備な

ども着手しているところであります。 

  それから、施政方針で述べることができませ
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んでしたが、寒河江公園についてもつつじ園、

歴史とさくらの丘の継続的な整備、さらには29

年にはアクセス道路を整備させていただいて、

引き続き整備をしていきたいというふうに考え

ております。 

  それから、重点目標の２、「みんな笑顔若返

りのまち」では、いろいろソフト事業を中心に

させていただきましたが、婚活、それから寒河

江型ネウボラの推進、それから子供の医療の体

制の整備などを図ってきたところであります。

殊に昨年４月には小児科クリニックを併設した

新なか保育所を建設して、病児・病後児保育を

開始させていただきました。 

  それから、民間立保育施設への助成、さらに

は放課後児童クラブの施設整備、そして来年度

は第２子の保育料などについても支援を充実し

ていくということにしているところであります。 

  それから、平成29年度からは小中学校の給食

費の補助をさせていただいて、来年もさらに充

実をしていくということにしております。 

  それから、来年度はＩＣＴを活用した小中学

校へのＷｉ－Ｆｉなどの通信設備の導入という

ことであります。 

  それから、多くの皆さんから御要望いただい

ている屋内型の児童遊戯施設の整備について、

基本構想を策定して、チェリーランドの中に整

備をしていくということで、準備を行うことに

しております。 

  それから、高齢者の皆さんへのさまざまな支

援などもさせていただいておりますし、特に元

気な高齢者の皆さんに健康でいていただくとい

うことで、元気高齢者づくりポイント制度など

もつくらせていただいて、それから健康体操の

普及なども取り組んできているところでありま

して、それから健診も大事でありますから、総

合健診センターが新しく移転改築をしたことと

連携をして、イブニング健診なども受診率の向

上に努めているところであります。 

  それから、高齢者の皆さんの不安材料はやっ

ぱり移動手段がなくなるということであります

ので、平成28年の１月からは市内循環バスを行

ってきておりますし、またデマンドについても

来年度は運行エリアをさらに拡充をしていくと

いうことにしております。 

  それから、平成29年度から高齢ドライバーの

免許返納に対する支援などもさせていただいて

おりますし、昨年の10月からは急発進防止装置

などに対する補助制度なども導入をしていると

ころであります。 

  それから、３つ目の重点目標「宝を磨き笑顔

いっぱいのまち」については、工業団地の充実、

さらに交通網の整備などを行いながら、企業誘

致について主に取り組んできたところでありま

すし、また中心市街地のにぎわい創造というこ

とで、創業支援、それから空き店舗を活用した

新規開業者への支援、それからフローラ・ＳＡ

ＧＡＥ、なかなか厳しい状況でありますが、い

ろんな形で充実をしているところであります。 

  史跡慈恩寺については、先ほど鈴木みゆき議

員の御質問にもいろいろお答えをしましたが、

そういったことでガイダンス施設の整備を今進

めているということであります。 

  農産物のブランド化については、さくらんぼ

紅秀峰、それからお米でいえばつや姫、さらに

ははえぬきなどについて振興しておりますし、

子姫芋など伝統野菜も鋭意普及に取り組んでい

るところであります。 

  今３つの重点目標ごとにいろいろ申しあげま

したが、平成28年度から令和２年度まで、前期

行動計画について一部事業の前倒しとか事業費

の増加なども行わせていただきましたが、全体

としてはある程度予定どおり執行できているの

ではないかというふうにも思っているところで

あります。 

  こうした取り組みによって、2017年、2018年

と２年連続で転入者が転出者を上回る状況がご
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ざいましたし、出生数においても2018年、2019

年と２年連続で前年を上回っているところであ

ります。人口減少はやっぱりいたし方ないとい

うことで、傾向がありますが、いろんな対策を

講じることによって一定の成果が出てきている

というふうにも理解しているところでございま

す。 

○柏倉信一議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 市民の皆さんからいろいろと私

も御意見をいただくわけですけれども、前期計

画の中では、おおむね順調と市長からありまし

たけれども、まだ課題はあるにしても進めてお

られるんだろうなというふうなことで思ってい

るところです。 

  ただ、やっぱりその課題というものが明確に

なって、後期計画にまたきちんと位置づけられ

なければならないというふうなことだと思いま

すし、今計画全体を俯瞰した中で申しあげます

と、高校３年生までの医療費の完全無料化とか、

学校給食の半額無償化、移住・定住の支援政策

など、多くのそうしたソフトの部分は非常に評

価されているわけでありまして、そうしたとこ

ろもさらに伸ばしていただきたいなというふう

に思っているところです。 

  さて、次に計画策定に向けてですが、ふるさ

と納税は新聞、ニュース報道にもありましたよ

うに今年度は昨年度を６億円上回る42億円の見

込みだというふうなこと、あとはリクルート

「じゃらん」の道の駅人気ランキングについて

は先ほど市長からもありましたけれども、本市

の道の駅寒河江チェリーランドが全国４位にラ

ンクインするなど、大変いい追い風になってい

るというふうに思っています。 

  全体的な総括を踏まえた中間見直しとなる新

年度の後期行動計画の策定に向けて、具体的に

市長はどのようなお考えなのか、スケジュール

などもどう考えているのか、お伺いします。 

○柏倉信一議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 来年度、振興計画とさがえ未来

創成戦略、人口ビジョン、この一体的な見直し

を予定しているわけでありますが、その中でも

振興計画というのはさがえ未来創成戦略を包含

したまちづくりの基本方針、一番上位の計画に

なるわけでありますね。その中で、後期の行動

計画について具体的な取り組みと、工程表を策

定するということになっております。そういっ

たところで、来年度はこれまでの取り組みの検

証をしていく、我々も検証をしますし、また市

民の皆さんからの評価などもいただきながら、

作業を進めていくということになっているとこ

ろであります。さらには、地域ごとにワークシ

ョップなども開催をさせていただくと同時に、

なかなか行政に対して参加する機会の少ないと

いうんですかね、若い人とか、母親の方とか子

育て世代などについても、幅広く、できる限り

そういう方々からも声をお聞きする機会を設け

ていく必要があると。この見直しというのは５

年ごとにやっているわけですけれども、前回の

見直しのときとも若干違った形でそういう世代

を取り込んでお聞きをしたいというふうに思っ

ております。 

  スケジュールとしては、来年度早々にも振興

審議会に対して見直しに係る諮問をさせていた

だいて、進めていきたいというふうに思います

し、議員の皆様にも逐次情報などを御報告させ

ていただきながら、来年の２月ごろをめどに策

定してまいりたいというふうに考えております。 

○柏倉信一議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 市長からもありましたけれども、

若者、あとお母さん方、そういったところにつ

いて、前回の私の一般質問でも若者のまちづく

りへの積極的な参加ということで、これはいい

機会だと思います。そうした声をしっかり包含

できるような計画にまたさらに見直していただ

きたいなというふうに、これは要望させていた

だきたいと思います。 
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  さて、そうした多くの課題の中の一つであり

ます（２）の増加する空き家・空き店舗対策強

化についてでございます。 

  これは何度か私も質問させていただいていま

すが、このほど空き家調査の結果、前回調査か

ら約100件ほどふえて346件という、これとは別

に空き店舗というのは中心市街地を中心にざっ

くり100件以上はあるんじゃないかなというふ

うにも言われています。こうした空き家対策、

空き店舗対策について、この調査の数字も踏ま

えてどのように御認識なのか、お伺いします。 

○柏倉信一議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 空き家・空き店舗対策、現状認

識なども含めてお答えをしたいというふうに思

いますが、空き家対策については寒河江市にお

きましては平成29年度に寒河江市空き家等対策

計画というものを定めさせていただいて、管理

不全空き家の発生防止と空き家の利活用を進め

ていくということを目的にして進めております

が、今年度、計画を改定させていただいて、改

定したものを土台にして、さらに対策を進めて

いくということにいたしております。 

  先ほど渡邉議員からありましたが、空き家の

状況はどうかということで、今回調査した結果、

346件でありました。前回は平成27年の調査で

234件でありますから、調査の方法、手法は若

干違いますけれども、単純に言うと112件増加

をしているということで、大変我々としても懸

念している状況であります。 

  空き家については、土地建物等の相続放棄な

どのさまざまな問題がありますので、今後は国、

さらには県などの動向などを注視しながら、引

き続き空き家の現状把握、情報収集に努めて、

関係団体と連携した相談会なども開催をさせて

いただいて、ぜひとも老朽空き家の減少に向け

た対策を講じていきたいというふうに考えてお

ります。 

  それから、空き店舗についてもお尋ねがあり

ましたが、市としては空き店舗が何件あるかと

いうことについては調査はまだしておりません

ので、正確な数字は把握しておりませんけれど

も、経営者の高齢化、さらには後継者不足など

で廃業する店舗数に比べて新規出店者が少ない

状況でありますから、増加傾向にあるというこ

とは言えるのではないかというふうに思います。 

  市でも新規出店の場合の補助制度など、空き

店舗等対策支援事業補助金などを実施している

ところでありまして、29年度からは中心市街地

だけでなくて市内全域に拡大をして、今年度か

らさらに空き家を店舗に改装する場合も補助対

象に含めるなど、見直しを行ったところであり

ます。毎年７件から８件の新規出店があります

けれども、空き店舗の減少には至っていないと

いう状況にあります。 

  その空き店舗対策では、人口減少と消費スタ

イルの多様化といった社会環境の変化のみなら

ず、廃業した空き店舗の所有者がテナント募集

を余り望まないというケースもあって、難しい

問題がありますが、我々としても補助対象要件

の見直し、緩和なども含めて、空き店舗を活用

しやすい環境整備を進めていく必要があるとい

うふうに考えているところであります。 

○柏倉信一議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 先ほど鈴木議員が慈恩寺の、空

き家を利用した店舗などというふうな提言もご

ざいました。ぜひ空き家、空き店舗の利活用に

ついてさらにいろんなアイデアを出していただ

いて、有効活用していただくというのがやっぱ

り大事だなというふうに思っています。 

  私が住んでいる西根地区の町会長の連合会の

皆さん方も、非常に空き家には困っているとい

うふうなことでございました。ほかの地域も多

分そうだと思います。こういったところをぜひ

大きな重点目標にしていただければなというふ

うに思っております。 

  さて、もう一つお聞きしたいのが空き家等の
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対策計画における対策強化について、現在の空

き家除却支援補助金の限度額が50万円というふ

うなことで、解体補助制度があるわけですけれ

ども、なかなか利用しづらいというか、使われ

にくいというふうにも聞いております。さらに

は、先進自治体などで固定資産税などの税制面

の課税の適正化など、特例の条例の制定を検討

しているんだというふうなところも実際ありま

す。そうした地方税法の、住宅の用に供してい

ない固定資産税の課税の課題など、こうしたと

ころをぜひ検討すべきだと思うのですが、どの

ようにお考えかお伺いします。 

○柏倉信一議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 市の老朽危険空き家解体事業補

助金についてですが、実績としては平成28年度

が１件、29年度がゼロ件、30年度は３件、今年

度は現在まで９件と多くなっているんですね。

ということで、これまで合わせて13件に活用し

ていただいております。 

  限度額について最大50万円ということですが、

確かに解体費用は高額ですから、そういう意味

では果たしてこの額が適切かどうかというふう

になろうかと思いますが、基本は所有者の方が

適切に管理していただくということだというふ

うに思っております。ただ、行政としてはその

空き家の状態とか、所有者の有無、あるいは所

有者の資産状況、さらには公益性というんです

かね、それから公平性などの観点から、果たし

てこの補助制度で十分なのかどうかなどについ

ては、他の自治体の例などもいろいろあります

から、そこは検討させていただきたいというふ

うに思っております。 

  また、固定資産税の税制面の特例措置につい

ては、住宅用地に限り適用される現行制度が非

常に特別なものであって、空き家を解体したも

のでも特例措置を継続していくということは、

他の更地所有者との公平性を欠くことになると

いうふうにも考えられます。また、減免につい

ても地方税法第367条において天災、生活保護、

その他特別な事情がある場合に認められるとい

うことでありますので、独自条例による特別措

置の適用というのはなかなか公平性、法的規制

から難しいというふうに考えておりますけれど

も、いろいろ研究をさせていただきたいという

ふうに思っているところであります。 

○柏倉信一議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 税制面のところは厳しいにして

も、ぜひ補助制度の充実に向けて御検討をお願

いしたいと思います。 

  もう一つお聞きしたいのが、ひとり暮らしの

高齢者が非常に多くなっている、また子供さん

も１人で留守番とかというふうなこととか、ひ

とり親家庭も多くなっている、そうした中で地

域食堂というものが全国でふえています。空き

家とか空き店舗を活用したところに対して、家

賃補助をするとか、あるいは新規就農者にぜひ

住んでいただきたいということで、便利のいい

町なかに住んでもらって、農業についていただ

くというふうなことで、新規就農者空き家家賃

補助、こういったものも先進自治体では行われ

ているようですけれども、こうした事例を参考

にしながら対策も行っていくべきだと思うので

すが、御所見をお伺いします。 

○柏倉信一議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 渡邉議員から地域食堂、それか

ら新規就農者の家賃補助などの例がありました

が、今後、空き家並びに空き店舗の活用を促進

していくためには住まい、それから店舗以外の

多様な用途にも対応した制度設計というのが必

要になってくるというふうに思いますので、

我々としても他の先進事例なども十分参考にさ

せていただきながら、検討していきたいという

ふうに考えております。 

○柏倉信一議長 この際、暫時休憩いたします。 

  再開は午前11時10分といたします。 

 休 憩 午前１０時５３分  
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 再 開 午前１１時１０分  

○柏倉信一議長 休憩前に引き続き会議を開きま

す。 

  渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 時間がありませんので、次の課

題に入らせていただきます。 

  （３）の寒河江公園アクセス道「北ルート」

の整備についてでございます。 

  寒河江公園整備計画の事業促進のため、北ル

ートの早期整備について市民の皆さんからさま

ざまなお声が上げられています。計画でも、都

市空間の北と南が結ばれて循環するメリット、

特に石持町や山岸町などから周辺町会の避難所

になっている寒河江公園の防災・減災上のアク

セス、それと陵東学区などからの避難ルート、

それと周遊観光ルート、つまり南の最上川ふる

さと総合公園のほうからチェリーランド、慈恩

寺を結ぶその周遊観光ルートの経済効果が非常

に大きいと言われておりますから、この北ルー

トについても重点事業として盛り込むべきだと

思いますが、御所見をお伺いします。 

○柏倉信一議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 寒河江公園の北側からのアクセ

ス道路の整備については、先ほど渡邉議員から

もありましたが公園を循環する道路になってい

くわけでありますので、整備されれば国道112

号からの観光客の誘客、さらには防災ヘリのラ

ンデブーポイントになっている陸上競技場への

緊急車両の迅速な通行にも大変有効であるとい

う防災上のメリットがあるというふうに考えて

いるところであります。 

  ただ、整備をしていくということになります

と、寒河江公園アクセス線、平成26年から整備

をして完成した道路に関しましても、整備に経

費が３億円程度かかっているということもあり

ますので、北側のアクセス道路についても多額

の事業費が必要になってくるということで、有

効な補助事業などについてさまざまな角度から

調査を行っているところであります。 

  一方で、「さくらの丘で花見をしようと思っ

ても、駐車場がなくてゆっくりと花見をするこ

とができない」などといった声があります。ま

た、さくらの丘周辺の駐車場整備に対する要望

などが地域座談会や議会の一般質問などでも出

されておりますので、まずはこれらの解消に向

けて、さくらの丘、郷土資料館向かいに整備予

定の青空広場ゾーンの整備を先に実施していく

というふうに考えているところであります。そ

の中で駐車場も整備していくということで考え

ているところであります。 

  そういったことで、御質問の北側からのアク

セス道路の整備については、補助事業が活用で

きるように、さまざま研究をさせていただいて、

事業化を進めてまいりたいと考えておりますの

で、御理解を賜りたいと思います。 

○柏倉信一議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 ありがとうございます。優先順

位とか国の補助金の活用などがあると思います

ので、ぜひこれも大きな課題として位置づけて

いただきたいということでございます。 

  次に、（４）の野球場・陸上競技場の早期改

修整備についてでございます。これも何度か御

質問させていただいております。 

  昭和55年に整備された市民体育館や最近整備

された屋内多目的運動施設チェリーナさがえな

どと比べて、昭和30年代以降、いわゆる屋外の

施設整備というものが大変不十分だったという

こと、特に50年、60年前の施設が今のものであ

りまして、老朽化が激しく、その結果、県大会

以上の公式大会が誘致、招聘できないという、

言ってみれば発展途上の後進地域となってしま

ったということです。 

  理由としては、代替施設が新設・改修整備さ

れてこなかったというふうなことがありまして、

以前の一般質問でも申しあげましたけれども、

市長からは「後期行動計画にしっかりと位置づ
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けていかなければならない」という力強い御答

弁もいただいてきたところであります。 

  各競技団体、陸上、野球、サッカーなど、あ

るいはスポーツ少年団、障がい者のアスリート

などからも悲願の早期改修整備が切望されてい

るわけでありまして、それに加えて「健康さが

え21」の健康増進計画がつくられたわけですけ

れども、アンケートで特に多かったのは運動を

年間一度もしていない市民が52％、その理由が

運動できる施設整備というふうなものを求めて

いるということも十分考慮していただいて、健

康増進、生涯スポーツの中核として、屋外運動

施設の整備を盛り込むべきだと思いますけれど

も、再度御所見をお伺いします。 

○柏倉信一議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 御指摘の市の陸上競技場、それ

から野球場については、改修や整備が特に必要

な状況であるということで、市民の皆さんから

も要望を多くの方から受けている状況でありま

す。 

  このことについては、平成30年６月の定例会

において御答弁をしておりますが、繰り返しに

なりますけれども、寒河江公園再整備の基本計

画の中で、陸上競技場については多目的広場と

して整備をしていく、それから野球場について

は更新を行い、利用の促進を図っていくことと

した上で、陸上競技場については現在の場所で

はできませんので、移転整備を含めて、そうい

うことを振興計画の行動計画の見直しの中で具

体的内容をできるだけ示していくという考えで

今進めようとしております。前回御答弁した内

容と変わりはありません。 

  これらの施設については、現在市の全体の公

共施設のあり方について調査、検討を進めてお

りますが、そういう施設整備の計画策定の状況

を踏まえながら、両施設の具体的な整備方針を

明らかにして、後期行動計画の中で示していき

たいというふうに考えております。 

○柏倉信一議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 ただいまも力強い御所見を伺い

ましたので、ぜひこれを進めていただきたいな

というふうに要望したいと思います。 

  続いて、（５）のいじめ・不登校・引きこも

り・自殺・孤独死対策の強化について御質問さ

せていただきます。 

  小中学校のいじめの認知件数が増加をしてい

ると。あと、不登校の児童生徒さんも相当な数

に至っているわけでありまして、今後、学校や

家庭だけでなく、地域でできることを含めた対

策強化をこの後期計画にもしっかりと盛り込む

べきだというふうに思っています。 

  保護者や学校関係者が心配しているのは、今

回の一斉休校で長期休暇明けの新学期に不登校、

ひきこもりなどがふえて、自分の居場所を見出

せない子供が出てくることを非常に心配してい

るわけでありまして、本市の状況とその対応に

ついてお伺いしたいと思います。 

○柏倉信一議長 軽部教育長。 

○軽部 賢教育長 学校におけるいじめ、不登校

の問題につきましては、渡邉議員より平成29年

６月にも御質問いただいておりますので、数字

につきましてはそのときお答えしている平成28

年度のものと比較して平成30年度の数をお答え

申しあげます。 

  まず、いじめの認知件数でございますが、小

学校においては28年度が150件、30年度が319件

でありますので、169件の増でございます。中

学校におきましては、28年度が311件で30年度

が176件でありますので、135件の減少というふ

うになっております。 

  次に、不登校の児童生徒数でありますが、小

学校では平成28年度が２名で30年度が５名、中

学校では平成28年度が43名で30年度が54名とい

うふうになっておりますので、小中学校ともに

増加しているという状況でございます。特に中

学校における出現率が平成30年度が4.81％とい
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うことでありまして、全国、県を上回る数字で

本市の喫緊の課題であると、このように認識し

ているところであります。 

  議員が御指摘のとおり、いじめ、不登校につ

いては学校だけではなくて家庭、地域、いろん

な関係機関が連携して対応していくことが重要

なことだというふうに認識しているところでご

ざいます。 

  いじめにつきましては、平成26年度に寒河江

市いじめ問題対策連絡協議会というのを設立し

ております。さまざまな団体ですね、青少年育

成市民会議、社会教育関係者、心理・福祉の専

門家、市ＰＴＡ連合会、市校長会、寒河江警察

署、関係機関等々と連携を図りながら、各組織

におけるいじめ防止の機能を充実させるという

ことと、これらのネットワークを活用しながら、

市全体としていじめ防止に向けた取り組みを推

進しております。 

  不登校につきましては、多様な要因とか背景

が考えられますので、学校、家庭、地域が不登

校児童生徒に寄り添い、共感的理解と受容の姿

勢を持つことが子供たちの自尊感情を高めるた

めには重要なことだというふうに認識しており

ますので、周囲の大人との信頼関係を構築して

いくことで、子供たちの社会的自立につながっ

ていくのではないかというふうに認識しており

ます。 

  社会総がかりで児童生徒を育んでいくために、

先ほど申しあげましたけれども学校、家庭、地

域の連携共同体制の構築というものは不可欠で

ございますので、いじめ、不登校の課題解決に

ついても、これは個人情報もございますので、

このような情報に配慮しつつも、適切に情報を

開示しながら、地域社会と課題認識、価値観を

共有化して、対策を強化していくということは

これまで以上に必要になってくるというふうに

思っております。 

  御案内のとおり、来年４月から市内５つの小

中学校でコミュニティ・スクールを先行導入い

たしますので、さらにその後も拡大していく方

針でございますので、いじめ、不登校対策につ

いても専門性や当事者意識を持って、一緒に考

え、対策を講じてくださる人材の掘り起こし、

あるいはそれらの人たちとの連携、協働につい

ては、このコミュニティ・スクールは効果を発

揮するものではないかなというふうに考えてお

りますので、持続可能な体制の構築、拡大も含

めまして、いじめ、不登校の問題への対策を強

化してまいりたいというふうに考えているとこ

ろでございます。 

○柏倉信一議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 ありがとうございます。全くそ

のとおりでありまして、コミュニティ・スクー

ルが新年度から始まりますけれども、ここに人、

地域の力を集中しなければならないというふう

に思いますので、ぜひ進めていただきたいなと

いうふうに思います。 

  次に、子供から大人までのひきこもりが日本

で115万人、うち中高年は61万3,000人という推

計値が最近内閣府の調査によって初めて明らか

になりました。本市でも、前回2013年の調査で

は49人とのことですが、2018年、平成30年の直

近の調査は、正式には公表できないというふう

なことでありました。事務的にお聞きしたら、

さらにふえ続けているというふうに伺っており

ます。大きな社会問題となっているわけであり

ますが、地域と隔離されて、自殺、孤独死など

最悪の事態に至っているところも報道されてお

ります。また、精神的に病んでしまって、重大

な事件に発展することもあって、その対策強化

というものが重要になってきておりますけれど

も、そうした課題について盛り込むべきだと思

うのですが、御所見をお伺いします。 

○柏倉信一議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 ひきこもりの市内の状況であり

ますけれども、先ほど御質問にもありましたが、
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平成25年に県が民生委員児童委員協議会を通じ

て調査を行ったところでは、平成25年は49名と

いう結果でありましたが、平成30年度に同じ調

査を行っておりますが、58名ということで約２

割ふえている、大変深刻な状況なのかなという

ふうに思っているところであります。 

  現在、市のほうでもひきこもりなどに関する

相談支援の窓口としてハートフルセンター内に

生活自立支援センターを設置しているわけであ

りますけれども、相談を受けている中で自殺な

どを考えている要素がうかがえるなどという場

合には、「こころの健康相談」などへつなぐよ

うな支援もさせていただいております。また一

方、生活困窮に関する相談などでは、ハローワ

ークと連携をした就労支援、さらには単身高齢

生活困窮者の場合は地域包括支援センターとの

連携ということで、さまざまな関係機関との連

携をさせていただいて支援を行っている状況で

あります。 

  また、自殺対策については、昨年３月に「い

のち支える寒河江市自殺対策計画」というもの

を策定させていただきました。さまざまな悩み

のある方に寄り添い、理解を示して、未然に防

ぐという基本的な対策でありますけれども、そ

れに取り組んでいるところであります。 

  その一環として、悩みのある方を相談窓口に

つなげる役割を担う人材を育成するゲートキー

パー養成講座というものを実施しているところ

であります。今後も相談窓口の周知とあわせて、

そういう人材の育成というものも強化していか

なければならないというふうに考えております。 

  また、御指摘あった孤独死の対策については、

地域の民生委員児童委員の方において見守りが

必要なケースについて、よりきめ細かな訪問・

相談対応をお願いしているところでありますし、

そういった場合の支援などもさせていただいて

おります。 

  さらに、これまでも福祉サービスなどを利用

してひとり暮らしの高齢者へ乳酸菌飲料を手渡

すことで安否確認という「高齢者あんしん訪問

サービス」、それから配食サービスなどの事業

も進めているわけでありますけれども、さまざ

まな事業展開の中でより充実した支援をしてい

く必要があるというふうに思っておりますので、

来年度、寒河江市地域福祉計画の見直しの時期

でもあります。令和３年度から５年間の地域福

祉計画を策定するという時期でありますので、

多様なさまざまな事業をさらに検討して、それ

も振興計画策定に反映させていくということで

考えているところであります。 

○柏倉信一議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 ぜひ、命は地球よりも重いと言

われておりまして、命の大切さをさらに後期計

画の中でも位置づけていただきたいなと思いま

す。 

  市長からありましたけれども、生活困窮者自

立支援事業、これについては市民の皆さん、無

料相談ということになっておりますけれども、

なかなか知られていない。市報では活字として

見るかもしれませんけれども、そうした窓口が

あるということで、ぜひさらにＰＲをしていた

だきたいなというふうに思います。 

  続いて、時間がありませんので、通告番号４

番、生涯にわたり健康的な生活を営むための基

本となる「食の安全安心」と「地産地消推進」

について、「遺伝子組み換えや残留農薬等のな

い地元産の安全な食材で提供できる給食に向け

て」、この課題については2015年の12月議会、

2018年の９月議会においても御質問させていた

だいておりますけれども、三度目の質問という

ふうになります。 

  （１）の病院・福祉施設等の給食について御

質問させていただきます。 

  遺伝子組み換えや残留農薬等のない安全な食

材が実際使われているかどうかでございます。

最近では関税撤廃による輸入自由化によって海
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外からの輸入の作物がふえ、表示義務のないゲ

ノム編集食品・作物が知らない間に口に入る危

険性が高まっています。突然変異種の遺伝子組

み換え食品、特に魚類ではサバとかマダイ、植

物ではトマト、ジャガイモ、トウモロコシ、小

麦など50種類以上あり、ゲノム編集食品は生命

の設計図を改変して人工的につくられておりま

して、専門家からも発がん性とか奇形児の出産

などさまざまな面で危険性が指摘されているの

でございます。 

  一方で、有機農産物の表示もなかなか明示さ

れているものは少ないというふうな状況にあり

ます。本市の市立病院や保育所などの福祉施設

ではこの安全性の確認がなされているのかどう

か、お伺いします。 

○柏倉信一議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 まず、市立保育所の給食業務に

ついては、学校給食衛生管理基準に基づいて安

全の確保がなされている状況でありまして、使

用する食材については献立作成の段階から加工

食品に関する食品成分表を取り寄せて、遺伝子

組み換えやアレルギー成分の有無など、安全性

を確認して発注している状況であります。また、

肉類などは国産や山形県産、それから野菜は国

産のものに限定して発注して、安全で安心な食

材で給食を提供している状況にあります。 

  今後においても、食品の安全については十分

確認、チェックをしながら、適切な対応をとる

よう努めていきたいというふうに考えておりま

す。 

  また、市立病院の給食業務については業務委

託を行っているところでありますが、委託先選

定の際に受託業者から衛生管理対策として安全

な食材の調達方法について提案をいただいてお

ります。現在の契約業者では、原産地から事業

所まで到着する間、それぞれの工程で品質チェ

ックを実施していただいておりますし、品質管

理を所管する部署においては遺伝子組み換えや

アレルギー、原材料、添加物、栄養成分等のデ

ータが蓄積されていて、新規の取引商品につい

ては自社の安全衛生基準に合致したもののみ食

材登録がされているという状況であります。そ

して、これらの検査を受けた安心・安全な食材

のみが市立病院の給食に提供されているという

状況になっているところであります。 

○柏倉信一議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 安心しましたので、ぜひこれか

らもそうしたクオリティーチェックのほうをお

願いしたいと思います。 

  （２）の小中学校給食について御質問させて

いただきます。 

  この間、市長からは小中学校の給食の半額無

償化、第３子以降は全額無償化、負担軽減のた

めの据え置きなど、保護者から称賛と感謝の言

葉を私もたびたび伺っているわけであります。 

  一方で、有機農産物とか地元の食材というこ

とで、以前にも御質問させていただいたわけで

すけれども、先進自治体の取り組みなどを参考

にしながら、ぜひ食材比率をふやすべきだとい

うふうに申しあげたところでありました。この

件につきまして、本市のこの間の地元産の食材

比率がどうなっているか、お伺いしたいと思い

ます。 

○柏倉信一議長 軽部教育長。 

○軽部 賢教育長 給食における地元産の農産物

の利用状況につきましては、米飯につきまして

は全て寒河江産米を使用しております。通常は

はえぬきでございますが、つや姫を年３回、雪

若丸を年２回、提供しております。 

  米以外の野菜、果物、精肉などを合わせた地

元産食材の利用状況につきましては、平成27年

度が38.3％でありました。そのため、この年度

を基準として、令和２年度まで農産物の利用割

合を10％増加するという年次計画を策定いたし

まして取り組みを進めてきたところであります。

その結果、28年度が44.4％、29年度が50.3％と
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順調に利用率を高めることができましたけれど

も、平成30年度は45.9％と低下しております。

冬期間、地元で収穫できるものが限定されると

いうことと、生産者の高齢化によって供給量が

減少しているということが低下の大きな要因で

ありまして、市といたしましても安心・安全な

給食の提供、あるいは郷土愛の醸成のためには、

地元産の農産物の利用率を上げるということは

大変重要なことであると認識しておりますので、

冷凍や加工品などの研究、生産農家の拡大や供

給体制についても検討を行っているところでご

ざいます。 

○柏倉信一議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 このところもぜひ、さらに質の

向上もそうですけれども、地元産の使用がふえ

るように取り組んでいただきたいなと思います。 

  それでは、（３）の食育の充実と地域の生産

者との連携について質問させていただきますが、

ＪＡさがえ西村山など地域の生産者と連携しな

がら、食育を充実させ、新時代の主役であるさ

がえっこたちを元気に育てていく、これは私は

教育の原点にほかならないというふうに思いま

す。子供たちが生産者とつながり、ぜひ将来農

業をやってみたいというふうな子がふえるよう

に、魅力ある取り組みが必要だというふうに思

います。農林水産省でもお伺いしてきたんです

けれども、食育推進と国産農産物消費拡大事業

でコーディネーターの育成、派遣などを支援し

ています。給食は、私は先ほど言った教育の原

点を超えて、さらに民主主義、環境を守ること

につながるというふうに思っています。こうし

た学校給食の位置づけも含めて、安全な食材を

使った食育の充実、生産者との連携について、

どのようにお考えかお伺いします。 

○柏倉信一議長 軽部教育長。 

○軽部 賢教育長 学校給食の指導につきまして

は、学校給食法におきましても地域の産物を活

用して地域の食文化、産業、自然の恵みに対す

る理解を深めるということが定められておりま

す。このため、市におきましても３月を除く毎

月19日を「さがえ食育の日」と定めて、その週

間の給食は地元産食品を利用した献立、郷土料

理の提供などによる食育推進と郷土愛を醸成す

るというような取り組みを行っているところで

あります。 

  学校給食は、今議員からございましたように、

健康な体をつくるばかりではなくて心の発達を

促す役割もあり、子供たちが健やかに育つため

には大変重要なことであるというふうに考えて

おります。地域で生産されたものを給食で提供

することは、子供たちが地域の産業を理解する

ということと、つくってくださる方への感謝の

心を育むことにもつながるというふうに考えて

いるところであります。 

  一例を申しあげますと、今年度から本市では

「さがえっこライフデザインセミナー」を実施

しているわけでございますが、南部小、醍醐小、

三泉小において、地元の農家の方を講師に招い

て講話をお聞きしております。また高松小学校

では、県の補助事業でございますが「子どもベ

ンチャーマインド育成事業」で、地元の生産者

の支援を受けながら、米や野菜を栽培から販売

まで子供たち自身で行うということで、生産・

流通・販売についての学習、体験を通して、生

産者との交流を図っているところでございます。 

  今後とも、児童生徒が生産者との交流などに

より地元の農業について興味、関心を高めるよ

う取り組みを進めていきたいというふうに考え

ております。 

  また、地産地消コーディネーターの活用とい

うことでございますが、この取り組みにつきま

しては、地場産物利用の推進、安定的な供給体

制づくりのため、課題のある地域にコーディネ

ーターを派遣して課題解決を図ろうとする国の

事業でございまして、選定される地域が年間全

国で９地域のみということでございます。この
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事業につきましては、有効活用できる場面、方

法、人材確保の可能性など、市の農林課とも協

議しながら、本市における必要性も含め今後研

究してまいりたいというふうに考えております。 

  いずれにしましても、市としましても今後と

も安心・安全でおいしい給食の提供、地元農産

物を活用した地産地消の推進に努めてまいりた

いというふうに考えているところでございます。 

○柏倉信一議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 ぜひこの給食のところ、食育、

あと地産地消については、私もライフワークだ

と思っています。ぜひ農家の皆さんと生徒さん

たちがつながっていくように、進めていただき

たいなというふうに要望したいと思います。 

  結びとなりますけれども、新型肺炎の問題に

つきましては明後日の一般質問で國井議員が予

定しておりますので、私は１点だけ申しあげた

いと思います。 

  一斉休校の問題ですが、学校現場からは「卒

業式を間近に控え、教育現場のことをもう少し

わかってもらいたかった」、あと「学童クラブ

のほうが感染リスクは高いのではないか」など、

いろんな声をお聞きします。ひとり親家庭や共

働き家庭など、お子さんを急に預けるところが

ないというふうに困っている方もいらっしゃっ

たわけで、先日お聞きしたところ、新たに４人

のお子さんを学童クラブのほうに臨時入所を調

整していただいたということで、非常にありが

たいことだなというふうに思っています。受け

入れの限度、学童クラブ支援員の不足などの問

題もありまして、今後どうなるかわかりません

けれども、引き続き温かい対応をとっていただ

ければと思います。 

  最後に、毎年４月中旬に実施されている全国

学力・学習調査の中止を求める県教職員労働組

合の申し入れも行われていると伺っております。

どうかこうした課題についても検討されるよう、

私からもお願いをしたいと思います。 

  「平和は微笑みから始まる」、これはマザ

ー・テレサの言葉でありますけれども、ぜひこ

うした厳しい状況の中で、微笑みを交わしなが

ら、この春の一番いい季節を乗り越えていきた

いなと思います。私も立場は違いますけれども、

健康長寿で生き生きと笑顔で安心して暮らせる

まちづくり、人づくりのため、市民の皆さんと

ともに、微力ではありますが全力で頑張ってま

いる所存でございます。その決意の一端を申し

あげて私の一般質問を終わります。ありがとう

ございました。 

 

太田陽子議員の質問 

 

○柏倉信一議長 通告番号５番、６番について、

２番太田陽子議員。 

○太田陽子議員 日本共産党の太田陽子でござい

ます。 

  このたび、新型コロナウイルスにより亡くな

られた方の御冥福をお祈り申しあげます。 

  私たちの暮らしにも、本当に新型コロナウイ

ルスの感染拡大は大きな影響を及ぼしていると

思います。学校の一斉休校など子供の暮らしの

みならず、地域経済にまで悪影響を及ぼしてい

るように思います。消費税増税の影響に加えて、

新型コロナウイルス感染拡大の影響による自粛

ムードにより、事業者の廃業や倒産などが多く

なるのではないかと懸念しております。一刻も

早い手だてをしてほしいと思います。 

  では、日本共産党と通告してある質問内容に

関心を寄せている市民を代表して、以下の質問

をいたします。 

  通告番号５番、学校におけるＬＧＢＴ教育に

ついてであります。 

  なぜ今この時期にこの質問かという思いもあ

ると思いますが、先ほど渡邉議員からもあった

ように新学期に向けて子供のいじめや不登校な

どの問題が増加するのではないか、こういうマ
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イノリティーの問題について寒河江市としてど

のような考えをお持ちかということで、質問さ

せていただきます。 

  ＬＧＢＴは、レズビアン、女性の同性愛者、

ゲイ、男性の同性愛者、バイセクシャル、両方

の性を好きになる、トランスジェンダー、性同

一性障害を含む、体の性と心の性が一致せず、

性別違和感を持つ人の頭文字をとった言葉です。

厳密に言えばＬＧＢＴだけでは表現し切れない

ほど性のあり方は多様ですが、総称としてＬＧ

ＢＴと表現させていただきます。 

  国際的には、好きになる性、つまり性的指向、

英語で言うとＳｅｘｕａｌ Ｏｒｉｅｎｔａｔ

ｉｏｎ、性自認のＧｅｎｄｅｒ Ｉｄｅｎｔｉ

ｔｙの頭文字をとってＳＯＧＩと表し、ＬＧＢ

Ｔだけでなく、異性愛者や心と体の性が一致し

ている人も含めた全ての人の性指向、性自認に

対する性別禁止を求める運動が大きく広がって

います。 

  国連の動きを見ますと、2008年の国連総会で

「人権と性的指向と性自認に関する声明」が出

されました。この声明は、「全ての人間は生ま

れながらにして自由であり、かつ尊厳と権利に

おいて平等である」と宣言する世界人権宣言が

掲げる人権の普遍性を再確認した上で、次のこ

とを訴えています。「私たちは、世界中の全て

の国で性的指向や性自認を理由に暴力、嫌がら

せ、差別、排斥、非難、偏見が人々に向けられ

ていること、そしてこれらの行為が暴力の対象

とされた人々の誠実さや尊厳を傷つけているこ

とを憂慮する」。この声明は、日本を含め66カ

国が賛同しました。 

  2011年には、国連人権理事会において性的指

向、性自認に関する国連初の人権決議がなされ、

2014年には決議に基づく報告の更新を今後も行

うことを求める決議が、いずれも日本を含め賛

成多数で採択されています。 

  ＬＧＢＴなど性的指向、性自認におけるマイ

ノリティーの方々がどのぐらいいるのかという

と、日本では人口の５％程度、約600万人だと

言われております。例えば日本人に多い名字の

上位４つ、佐藤さん、鈴木さん、高橋さん、田

中さんの合計がおよそ日本の人口の５％に当た

ります。決して少なくない人数であるにもかか

わらず、ＬＧＢＴの当事者の方々は見えない存

在として生きることを強制されています。誰に

も打ち明けることができず、人知れず悩み苦し

んで孤立してしまった結果、自分の心を押し殺

し、メンタルヘルスを悪化させてしまう方が多

いと言われています。 

  2015年、一橋大学の学生でゲイの男性が思い

を寄せる友人男性に告白し、ゲイであることも

カミングアウトしたところ、打ち明けられた友

人男性が告白した男性がゲイであることを同級

生にばらしてしまいました。本人が望んでいな

いのに自分のセクシュアリティーを知られてし

まう、いわゆるアウティングです。ゲイの男性

は、精神的ショックから追い詰められ、大学の

校舎から飛びおりて亡くなるという痛ましい事

件がありました。 

  ＬＧＢＴ当事者への支援として、教育現場で

の理解を促進し、配慮を行っていくことは欠か

せません。「いのちリスペクト。ホワイトリボ

ン・キャンペーン」が行ったＬＧＢＴの学校生

活調査では、自分がＬＧＢＴかもしれないと気

がついた学年については、ゲイ、レズビアン、

体が女性で性別違和がある人の場合は、中学１

年から中学２年が最多で、小学校６年から高校

１年の期間に自覚したとの回答が半数を占めた

そうです。一方、体が男性で性別違和がある人

の場合は、25％は小学校入学前に自覚があり、

約半数が小学校卒業までに自覚したと回答して

います。いわゆる思春期に性別指向、性自認の

自覚がなされていること、性別違和に対する支

援は小学校のときから必要であることが推測さ

れます。 
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  小学校から高校の間に「自分がＬＧＢＴであ

ることを誰にも言えなかった」と回答したのは

全体の約４割、言えなかった理由は、「理解さ

れるか不安だった」「話したらいじめや差別を

受けそうだった」が上位となっています。家族

にすら打ち明けることができない子供にとって、

学校で先生や友達などに１人でも自分の胸のう

ちを話せる人がいるのかいないのかでは、その

後の人生をも左右する分かれ道となることは間

違いありません。 

  寒河江市は、市内小中学校におけるＬＧＢＴ

の子供たちの実態をどのように認識しているで

しょうか。お伺いいたします。 

○柏倉信一議長 軽部教育長。 

○軽部 賢教育長 文部科学省の調査がございま

して、平成26年６月に学校における性同一性障

害に係る対応に関する状況調査というものでご

ざいます。性同一性障害を有する児童生徒及び

その疑いのある児童生徒の存在について全国調

査をしたものでございますが、全国で606件の

報告件数があったということを文科省は公表し

ております。この調査の折には、本市では該当

なしというふうに報告しているところでござい

ます。 

  ただ、この調査でございますが、児童生徒が

望まない場合は回答を求めないということにし

ておりますし、学校が把握している事例を任意

で回答するものであり、必ずしも学校における

性同一性障害を有する児童生徒及びその疑いの

ある児童生徒の実数を反映するものではないと

いうふうにも認識しているところでございます。 

  議員がおっしゃるように、性同一性障害を初

めとする性的マイノリティーの方は、先ほど数

がありましたけれども一定数存在するというふ

うに推定されるということでございますので、

学校においても一定程度の児童生徒が在籍して

いるということは想定できるのかなというふう

に思っているところであります。 

  しかし、性同一性障害に係る児童生徒やその

保護者は、性自認等については、先ほど議員か

らの発言にもございましたけれども、他の児童

生徒だけでなく教職員に対しても秘匿しておき

たい、隠しておきたいという場合があることか

ら、みずから明らかにする準備が整っていない

児童生徒に対して一方的に調査を行う、あるい

は確認を行うというふうになりますと、子供た

ちの尊厳が侵害されてしまうという印象も持つ

おそれがございますので、このようなことを踏

まえて教育上の観点からは申し出がない状況で

具体的な調査は行う必要がないというふうにも

されているところであります。 

  各学校においては、教職員が正しい知識の習

得に努めて、日ごろから子供たちが相談しやす

い環境を整えることの大切さを認識しながら対

応してきております。でありますが、平成26年

度の国の調査以降、現在も性同一性障害等に係

る児童生徒の存在は確認しておりませんし、各

学校から性同一性障害等に係る子供たちや保護

者からの相談、あるいは配慮についての報告も

受けていないというのが現状でございます。 

○柏倉信一議長 太田議員。 

○太田陽子議員 本当にとても、心の問題もある

ので、実数とかについては特に確認できなくて

当然だと思っております。ただ、寒河江市とし

てどのような対応、いじめの問題とか不登校の

問題、先ほど渡邉議員のほうから質問があり、

数についても御報告がありましたが、その中で

ＬＧＢＴに関してのいじめ、暴力などはないの

かどうかなど、やっぱり今後もきちんとした確

認をしていく必要があるのではないかと思いま

す。 

  ＬＧＢＴの学校生活調査では、いじめや暴力

について７割が身体的暴力、言葉による暴力、

性的な暴力、無視、仲間外れ、いずれかを経験

しているというふうな当事者からの報告もある

ようです。そのうち３割が自殺を考えたという
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深刻な状況になっています。いじめや暴力を受

けた時期は、小学校低学年から次第に増加し、

中学校２年生のときにピークを迎えているとい

う結果が示されています。 

  ＬＧＢＴ法連合会がまとめた困難リストでは、

「女っぽいところが気持ち悪い」と学級会の議

題になったとか、「担任の先生からも「こいつ

も男らしくしようと頑張っているんだ」と言わ

れてしまい、ひどく自尊心が傷ついた」、「外見

やしぐさから性的マイノリティーであると推測

され、学校で奇異な目にさらされ、不登校にな

った」などの事例が挙げられています。ＬＧＢ

Ｔの子供たちはいじめや不登校のリスクが大き

くなるということは今や明らかなようです。 

  みんなが平等で、一人一人が個性を発揮しよ

うという教育の中で、子供たちに伝えることが

求められています。学校には病気や障がいを抱

える子、家庭や経済状況に困難を抱えている子

などいろいろな子供たちがいます。教育の中に

性の多様性への認識を入れていくことは、ＬＧ

ＢＴだけの問題ではなく、全ての子供の多様性

を保障することにつながると考えます。今後の

教育現場での取り組みについて、お考えを伺い

たいと思います。 

○柏倉信一議長 この際、暫時休憩いたします。 

  再開は午後１時といたします。 

 休 憩 午前１１時５５分  

 再 開 午後 １時００分  

○柏倉信一議長 休憩前に引き続き会議を開きま

す。 

  軽部教育長。 

○軽部 賢教育長 先ほど太田議員より、ＬＧＢ

Ｔだけではなくて全ての子供の多様性を保障す

るための取り組みについてという御質問でござ

いました。 

  まず、国からは性同一性障害等の児童生徒へ

の対応について、平成27年４月に文部科学省よ

り「性同一性障害に係る児童生徒に対するきめ

細かな対応の実施等について」という通知が出

されております。さらに１年後には、性同一性

障害、これに性的指向、性自認に関する児童生

徒という文言も加わっておりますけれども、こ

の児童生徒に対するきめ細かな対応と題する教

職員向けの指導資料も出されております。この

指導資料の中では、性同一性障害に係る取り組

みのこれまでの経緯、それから現状、相談体制

の充実、これらに加えまして、子供たちの学校

生活における服装、髪型、あるいは更衣室、ト

イレ、あるいは呼称ですね、名前の呼び方の工

夫、授業、水泳の時間、運動部活動、修学旅行

等での支援の場面などについて、具体的な事例

を取り上げて提示されているところであります。

これらの通知、指導資料を各学校に周知をしま

して、適切な対応についてお願いをしていると

いうところでございます。 

  議員がおっしゃるように、全ての子供の多様

性を保障するということは学校教育の中ではと

ても大切な視点であるというふうに認識をして

おります。そこで、教職員に対しましては、性

同一性障害に係る児童生徒だけではなくて、性

的マイノリティーとされる児童生徒全般に共通

する配慮として、悩みや不安を抱える児童生徒

のよき理解者となるよう努めることは当然のこ

とでありますが、教職員が共通理解し、学校全

体で支援を行ったり、児童生徒や保護者が悩み

や心配を相談しやすい環境を整備したりする体

制づくりを今まで以上に進めていくよう指導し

てまいりたいというふうに考えています。 

  また、先ほど議員よりＬＧＢＴの子供たちは

いじめのリスクが高いのではないかと、こうい

うような御指摘がございましたが、本市のいじ

め防止基本方針の基本理念の一つとして、「発

達障害、性同一性障害、性的指向、性自認に係

るいじめを防ぐため、教職員の正しい理解を促

進し、学校として必要な対応を周知する」と、

こういうふうに明記してございますので、全て
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の教職員が性同一性障害等に基づく差別、いじ

めを許さない姿勢を明確にするとともに、適切

な知識に基づいていじめを早期発見し、相談に

応じることができるよう、研修会を実施したり、

窓口を設置したりすることなどもあわせて推進

してまいりたいというふうに考えております。 

  また、子供たちに対しましては、人権教育、

「特別の教科 道徳」、命の学習などを通して、

性的指向、性自認に関して正しく理解する機会

を設定したりすることで、児童生徒が互いの個

性を認め合って、命や人権を尊重する意識を向

上させていきたいというふうに考えております。 

  市としましても、子供たちの環境や障がいな

どの多様性に配慮し、一人一人の子供たちの願

い、あるいは能力を最大限に伸ばす支援をして

まいりたいというふうに考えているところでご

ざいます。 

○柏倉信一議長 太田議員。 

○太田陽子議員 配慮した教育をしていくという

ことで、大変ありがたいなと思います。マイノ

リティーというか、少数の子供たちは本当にい

ろいろな問題を抱えていると思います。子供に

は何の罪もありません。健やかな成長ができる

ように、教育の現場でも頑張っていただきたい

と思います。 

  私が資料としてもらったのは、ハートフルセ

ンターに置いてあった資料でございます。この

中には、教育の場面でどういう、これはＬＧＢ

Ｔ法連合会という先ほど申しあげたところでつ

くっているものなんですけれども、これは大変

ＬＧＢＴのこととか何を配慮すべきかというこ

とが全て書いてあり、大変参考になりました。

ぜひ学校とか、ハートフルセンターではないと

ころにもあると思いますが、議員の皆さんもぜ

ひこういうのをごらんになっていただき、私た

ち市民一人一人もこういう問題を避けて通れな

いんだということを自覚することが大事かなと。

ハートフルセンターにございました。 

  あと、愛知県の豊明市というところで作成し

ている冊子をダウンロードしたんですけれども、

これも大変わかりやすく、子供でもちょっとゆ

っくり読めばわかるような漫画なんかも取り入

れてあり、どういうふうな配慮、どういうふう

にみんなで生きていくかというのが書いてあり

ます。こういうのなんかも、寒河江市として子

供向けにつくるとか、そういう取り組みもして

いただければと思います。できれば、学校の図

書室や図書館にもＬＧＢＴ理解のための書籍と

かがあるようですので、こういうのも配備して

いただければと思います。この質問は終わりま

す。 

  通告番号６番、教員の変形労働時間制の導入

についてということで質問いたします。 

  公立学校教員に１年単位の変形労働時間制を

導入する公立学校教員給与特別措置改定案が12

月４日、参議院本会議で与党などの賛成多数で

可決、成立しました。 

  今、教員の長時間労働、多忙化を解決するこ

とは極めて重要かつ緊急性の高い課題となって

います。教員を希望する学生が少なく、過去最

低の採用倍率になっている状況とも聞いており

ます。学校もブラック企業になっているのでは

ないでしょうか。 

  寒河江市内の小中学校で働く先生方の働き方

はどうでしょうか。今年度の残業時間はどのよ

うになっているのでしょうか。お伺いいたしま

す。 

○柏倉信一議長 軽部教育長。 

○軽部 賢教育長 議員の御質問につきましては、

本市の小中学校教職員の勤務実態把握について

は、文科省で定めた「公立学校の教師の勤務時

間の上限に関するガイドライン」というものに

基づいて、今年度の７月から時間外勤務時間の

状況の把握を行ってきておりますので、その調

査に基づいて実態についてお答えをいたしたい

と思います。 
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  小学校教諭等の時間外勤務は、文部科学省の

ガイドラインで定めている月45時間を上回る時

間外勤務を行っている教員の割合は、７月、９

月、10月、11月で約４割で時間外が生じており

ます。45時間を上回っております。８月の時間

外勤務は１％で、ほとんどないという状況であ

ります。12月が約３割という状況でございまし

た。 

  中学校教諭等の月45時間を上回る時間外勤務

の実態でございますが、７月と10月が約８割、

９月、11月、12月が約７割、８月が約３割とい

う状況でございました。 

  最も時間外勤務が多かった10月ですが、各学

校においては学習発表会や学芸会、文化祭等の

大きな学校行事があるということに加えまして、

授業研究会や公開研究発表会などもありますの

で、これらの発表会を通して子供たちの学力向

上にも力を入れているという時期でございます

ので、このような結果になったというふうに考

えております。 

  ８月と12月につきましては、夏休み、あるい

は年末年始休みということもあり、時間外勤務

が少ない状況にあったということでございます。 

○柏倉信一議長 太田議員。 

○太田陽子議員 昨年３月議会で遠藤議員が質問

したところ、教育長のお答えは、10月だったん

ですけれども、とりあえず11月７日から13日の

１週間の労働時間で平均８時間30分、小学校教

諭です。中学校は70名で、１週間の平均で15時

間40分、１日平均２時間14分とのことでしたが、

今お話をいただいたのでは10月に45時間を超え

ている教員が80％いるという認識でよろしいん

ですか。小学校は10月の一番忙しいときで40％。

以前に、平成19年、鴨田議員の一般質問に対し

てのお答えは「持ち帰りもある」ということだ

ったんですけれども、この時間には持ち帰りな

どは入っているのでしょうか。 

○柏倉信一議長 軽部教育長。 

○軽部 賢教育長 前回私が遠藤議員のときに申

しあげた数字は、県の教育委員会の勤務実態調

査ということで、11月７日から13日でしたか、

その間に調査をしているので、それは持ち帰り

も含めて調査しているわけですけれども、今申

しあげたのは国のガイドラインということで、

月45時間をマックスにしなさいというふうなガ

イドラインに基づいて、それを上回っている教

員の割合ということで調査がありましたので、

その数字でお答えしたところでございます。で

すから、時間の調査というのは行っていません

ので、45時間を上回っている教員の割合はどの

ぐらいなのかという調査がございましたので、

その数字を申しあげたところでございます。 

○柏倉信一議長 太田議員。 

○太田陽子議員 月45時間、年間360時間以上働

いている人が10月ではもう80％に達していると

いうことでございますね。 

  変形労働時間制というのは、４月、６月、10

月、11月の勤務時間を週３時間ほどふやし、そ

の分を夏休みに５日程度の休みに振りかえると

いった運用をイメージしているようです。今は

約８時間労働ですが、繁忙期には10時間までふ

やせるということですけれども、４月の疲れを

８月にとることはできません。教員の過労死は

５月、６月に多いと言われています。その時期

に労働時間をふやすというのは、教員の健康が

懸念されます。変形労働時間制では、問題は何

ひとつ解決しないと思いますが、教育委員会は

変形労働時間制の教育現場への導入についてど

のようにお考えですか。お伺いいたします。 

○柏倉信一議長 軽部教育長。 

○軽部 賢教育長 先ほど議員からございました

けれども、昨年12月に「公立の義務教育諸学校

等の教育職員の給与等に関する特別措置法」、

給特法でございますが、改正されております。

この給特法改正の中身といたしましては、大き

くは２つでありまして、１つは太田議員より今
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御質問がありました１年単位の変形労働時間制

を地方公共団体の条例によって実施することが

できるというふうなことが１つであります。も

う一つは、先ほどもお話ししましたけれども、

平成31年１月に文部科学省が策定した時間外勤

務１カ月を45時間以内、それから年間360時間

以内と、こういうふうに定めたガイドラインが

あるわけでありますが、それを法的根拠になる

指針に格上げをしたということが、給特法の改

正の中身の大きな２つはこのことでございます。 

  給特法改正の背景には、申しあげるまでもな

いことではございますが、教師の業務が長時間

化して、特に近年の実態は極めて深刻であると

いうこと。持続可能な学校教育の中で、教育成

果を維持して向上させるためには、教師の働き

方改革を推進して、子供たちに対して効果的な

教育活動を行うことができるようにすると、そ

のことが急務であるということでございます。 

  議員から御質問のあった変形労働時間制でご

ざいますが、この制度が盛り込まれた要因とい

たしましては、１つは先ほど、本市の実態もそ

うでありますけれども、小中学校の教職員の勤

務実態が示すように、夏休み等、児童生徒の長

期休業中の教師の業務時間が、ほかの時期より

も夏休み中が非常に短くなっているというふう

なことがまず１つでございます。 

  もう一つは、御案内のように平成14年度に学

校週５日制が完全実施されたわけでありますけ

れども、その前までは第２・第４土曜日が休日

だった時代があります。そのときに、第１・第

３土曜日の勤務日をまとめて、これは年間14回

から20回分、半日なので日数にすると７日から

10日分だと思いますけれども、この７日から10

日分を夏休みに休日として取得すると。いわゆ

るまとめどりということが行われていた時代が

ございますので、国はそのことも参考にして、

この変形労働時間制というふうなことを法的に

措置したということでございます。 

  この変形労働時間制の適用につきましては、

給特法改正の大きな趣旨でもありますけれども、

議員御指摘のように学期中の業務削減がまずは

大前提だというふうなことであります。その上

で、各地方公共団体の判断によってこの制度の

適用が可能となってくるというものでございま

す。 

  本市の各学校では、県教育委員会から出され

ております「学校における働き方改革の取組み

手引」というものがございますし、また県の教

育委員会のほうでは月に１回程度、働き方改革

通信なども発行しておりますけれども、それら

を参考にしながら、教職員で知恵を出して、あ

るいは議論を通して、実現可能なものから時間

外勤務の削減に向けて取り組んでいるところで

ございます。 

  市といたしましても、この働き方改革が実効

性のあるものとなるように、校務支援ソフトの

導入も図っておりますし、部活動ガイドライン

も策定をいたしました。また、部活動指導員な

ど外部人材の配置もしておりますし、夏季休業

中の学校閉庁日の設定などもしておりますので、

これらの支援によって学校における働き方改革

が実効性のあるものになるよう、市としても支

援をしているというところでございます。 

  学校における働き方改革は、給特法などの法

令の改正ということ、それから行政による実効

性のある支援と学校における業務改善が両輪に

なって、そして総合的に機能してこそ成果を上

げるものだというふうに考えております。市と

しましても、まずは学校の取り組みを充実させ

るとともに、この制度につきましては令和３年

度から施行されると、こういうことになってお

りますので、今後の国あるいは県の動向を注視

して、そして各学校の実態を踏まえながら、校

長会とも議論、研究し、この制度の適用につい

て判断をしていきたいというふうに考えている

ところでございます。 
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○柏倉信一議長 太田議員。 

○太田陽子議員 寒河江市としては、県の動向、

国の動向を見て導入を考えていくということで

ございます。ですが、先ほどの数値を見る限り

では、上限、ガイドラインは達成されていない、

ハードルは越えていないということだと思いま

す。中学校で変形労働時間制ができる先生は２

割、小学校では６割と認識しました。とりあえ

ずこの変形労働時間制については、県議会が条

例を可決後、上限、ガイドラインをきちんと守

っていること、教職員団体との交渉を踏まえて

導入される、この３つのハードル、もう一つは

勤務時間管理が不正確、勤務時間をきちんと管

理していなければ導入できないというハードル

があると聞いております。問題を解決するどこ

ろか、平日の長時間労働を固定化し、本当に時

間外労働の助長につながると考えます。残業時

間が過労死ラインを超えている教職員もおられ

るのではないでしょうか。尾花沢では、もう既

に３％の職員が過労死ラインを超えているとい

うデータもあります。それを考えても、寒河江

市でも80時間を超えている教職員がいるのでは

ないかと推測されます。 

  教員の夏休みをとるためといいますが、現状

でも１週間きちんと閉庁して、夏休みがとれて

いるという現状もあります。岐阜県のある市で

は、２週間とっているという事例もありました。

夏休みをとるだけの変形労働時間制の導入など

考える必要はないのではないでしょうか。 

  異常な長時間労働の解消は、やっぱり教職員

の増員、学校の業務削減が大切な要素だと思い

ます。ぜひこの点をきちんと踏まえ、変形労働

時間制を導入せず、教員の増員などを国に対し

て要望していくことが今必要なことではないで

しょうか。県や他自治体と協力して要望してい

くことを希望しまして、質問を終わります。 

 

   散    会    午後１時２２分 

 

○柏倉信一議長 以上をもちまして、本日の日程

は終了いたしました。 

  本日はこれにて散会いたします。 

  御苦労さまでした。 
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